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研究業績は次ページ以降に記載。

設置の背景・概要　等

　本寄附講座の設置⽬的は、院内の救急体制のあり⽅と患者の容態に応じた適切なトリアージの⽅法に関する研究の実施、埼⽟県東部地域医療圏の⼀次か
ら三次医療機関との連携⽅策などの調査・研究、さらに総合診療医の育成に寄与することである。本研究⽬的のために、越⾕市⽴病院に2011年5⽉1⽇〜
2014年3⽉31⽇の期間、寄附講座として地域総合診療研究講座が設置された。その後さらに３年間の期間延⻑（第Ⅱ期、2014年4⽉1⽇〜2017年3⽉
31⽇）となり、今回さらに期間延⻑することとなった。（第Ⅲ期、2018年4⽉1⽇〜）

本寄附講座の実務活動の⽬的・⽬標を以下に設定した。
⽬的
 越⾕市の救急・医療体制がより改善され、市⺠が今以上に安⼼して暮らすことができる街となる。
 越⾕市⽴病院が本講座の増設によって活性化し、若い研修医が増加するような、医師にとっても魅⼒ある医療期間となる。
 本講座の設置によって、越⾕市近隣の救急隊が円滑に活動することができ、市の救急システムが効率的に稼働するようになる。
 救急外来のスタッフのストレスが低減し、やりがいと誇りを持って働けるようなシステム・環境を構築する。
⽬標
 専⾨家に拘わらず、どのような医師が対応したとしても、安定的、持続的に無理なく継続できる医療システムを構築する。
 越⾕市⽴病院内の診療科各科、多職種間の連携・チームワークを構築する。
 越⾕市⽴病院の救急⾞受け⼊れ不応需数を減らす。
 Preventable Death（待合室での急変）を減らす。

地域総合診療研究講座（越⾕市）

代⽥　浩之
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⽯原唯史、松⽥繁、岡本健、⽥中裕、腹部外傷〜⼿術のタイミングと術式　重症多発外傷による⼼肺停⽌蘇⽣後からの開腹⼿術の⾒極め、⽇本⼩児救急医学会、つくば、2018年
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孝明、中根正樹、⻄⽥　修、藤島清太郎、細川直登、升⽥好樹、松嶋⿇⼦、松⽥直之、⽮⽥部智昭、⽥中裕、J-SSCG2020におけるチャレンジと課題︓⼩児（定義とアルゴリズム
を中⼼に）、第46回⽇本救急医学会総会、神奈川、2018年11⽉20⽇
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2018年11⽉21⽇
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川崎喬彬、⽥中　裕、岡本　健、松⽥　繁、近藤　豊、中村　有紀、浅頸動脈、上⾏頸動脈瘤破裂により縦隔⾎腫・⾎胸をきたし頻回のカテーテル治療を⾏ったvon
Recklinghausen病の⼀例、第46回⽇本救急医学会総会、神奈川、2018年11⽉21⽇

唐津進輔、⽯原唯史、村⽥健介、近藤　豊、松⽥　繁、岡本　健、⽥中　裕、⼩児熱傷の⾮特異性、第46回⽇本救急医学会総会、神奈川、2018年11⽉21⽇

⽯原唯史、村⽥健介、杉中⾒和、近藤　豊、松⽥　繁、岡本　健、⽥中　裕、救命救急センターに併設されたこども救急センターの実績と効果、第46回⽇本救急医学会総会、神奈
川、2018年11⽉20⽇

⼭川⼀⾺、江⽊盛時、⼩倉裕司、 安宅⼀晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、久志本成樹、⿊⽥泰弘、⼩⾕譲治、志⾺信朗、⾕⼝巧、鶴⽥良介、⼟井研⼈、⼟井
松幸、中⽥孝明、中根正樹、⻄⽥　修、藤島清太郎、細川直登、升⽥好樹、松嶋⿇⼦、松⽥直之、⽮⽥部智昭、⽥中裕、J-SSCG2020におけるチャレンジと課題︓エビデンスの確
実性と推奨の設定⽅法、第46回⽇本救急医学会総会、神奈川、2018年11⽉20⽇

垣花泰之、江⽊盛時、⼩倉裕司、 安宅⼀晃、井上茂亮、射場敏明、川崎達也、久志本成樹、⿊⽥泰弘、⼩⾕譲治、志⾺信朗、⾕⼝巧、鶴⽥良介、⼟井研⼈、⼟井松幸、中⽥
孝明、中根正樹、⻄⽥　修、藤島清太郎、細川直登、升⽥好樹、松嶋⿇⼦、松⽥直之、⽮⽥部智昭、⽥中裕、注意すべき項⽬︓Resusciation phase（ショック管理など）、第
46回⽇本救急医学会総会、神奈川、2018年11⽉20⽇

久志本成樹、江⽊盛時、⼩倉裕司、 安宅⼀晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、⿊⽥泰弘、⼩⾕譲治、志⾺信朗、⾕⼝巧、鶴⽥良介、⼟井研⼈、⼟井松幸、中⽥
孝明、中根正樹、⻄⽥　修、藤島清太郎、細川直登、升⽥好樹、松嶋⿇⼦、松⽥直之、⽮⽥部智昭、⽥中裕、注意すべき項⽬︓Management phaseにおけるJ-SSCGオリジナ
ル課題、第46回⽇本救急医学会総会、神奈川、2018年11⽉20⽇

神後宏⼀、近藤　豊、井上樹⾥、川崎喬彬、唐津進輔、中村有紀、平野洋平、滝沢　聡、松⽥　繁、岡本　健、⽥中　裕、救命救急センターに搬送された電撃症の⼆例、第46回⽇
本救急医学会総会、神奈川、2018年11⽉20⽇

江⽊盛時、⼩倉裕司、 安宅⼀晃、井上茂亮、射場敏明、垣花泰之、川崎達也、久志本成樹、⿊⽥泰弘、⼩⾕譲治、志⾺信朗、⾕⼝巧、鶴⽥良介、⼟井研⼈、⼟井松幸、中⽥
孝明、中根正樹、⻄⽥　修、藤島清太郎、細川直登、升⽥好樹、松嶋⿇⼦、松⽥直之、⽮⽥部智昭、⽥中裕、J-SSCG2020におけるチャレンジと課題︓新たな組織、作業⼯程、
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